



























































































































3.2.2.2.l.3 7.2.l l 2.3.3それらを合わせたもの[l.58-59](R157.17,T23b5,Z.18aS)
3.2.2.2.l.3.7.2.l l 2.4客塵に転じることになる在り方[l.60-61](R158.5,.n24a4,Z
18b2)
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3.2.2.2.l.3 7.2.l l 3意味をまとめたものは、「一切衆生の心の自性である光明・如来蔵で
あるものは、虚空の自性である雲と煙などにより成立しないように、障害の浄と不浄などによ
っても決して変化することがないものである。真実ではないと把握する分別である非如理の作
意から生じる食欲・旗悪・痴などの煩悩の雑染と業の雑染と生の雑染によりまとめられたもの
を捨てるのに相応する客塵の垢によってもその法性は永遠に雑染にはならない。自性により清
浄であるから」と言われる。 [1.63]
3.2.2.2.1.3.7.2.l.2それらの差異を解説したものに、変化のない生滅による寂静と、変化す
る三種の火と同じ差異とである。
3.2.2.2.l.3 7.2.1.2.lそのうち生滅による寂静は、 「業と煩悩の水の穂などに似た集まりに
より心の自性であるこの光明・法界は先に存在せず常に起こされ成立させられるものでもな
い。無為なるものであるから。そのようにこの法性は死の時の最後の火と病の地獄の火と老の
自性の尽きることのない究極のとても清浄なる火により焼かれ滅することもない。自性により
他に変化することがないから」と言われる。 [l.64]
3.2.2.2.l.3.7.2.l.2.2三種の火と同じものは、時の最後である世間界を滅する火と地獄を燃
やす火と普通の自性の薪に依ってから燃える火のこれら三種は命を成立させる死の火と界にな
る病の火と歳をとる老の火の三種に順序通り合わせてからそれらがお互いに同質であり似てい
’
’
l
’
Dolpopaの『宝性論釈善説陽光論』について(n) 97
ると知るべきである。 [1.65]
3.2.2.2.1.3.7.2.2不浄を浄化する位でも変化がない在り方に、生などにより変化しない意味
自体を説いたものと、十地における王子による功徳を把握することがある。
3.2.2.2.1.3.7.2.2.1意味自体を説いたものに、変化しなくても変化として現れる在り方と、
その意味を詳しく解説したものとがある。
3.2.2.2.1.3.7.2.2.1.1最初の現れる在り方は、 「菩薩・聖者らが蕊を永遠に成立させる生
と、連続を滅する死と、苦を起こす病と、連続を成立させる老から解脱する如来蔵たるこの法
界の自性も本性の通りに真実を目の当たりに考察して存在するからである。業と煩悩の根によ
り生などの貧や苦を離れて清浄で変化がないものでもあり、そのようならばまた法界は如実に
考察されるその原因により知恵をもつ菩薩らはそのように考察されない世間において究極の苦
を離れることを望む大悲を起こしてとどまっているから。利他の誓願などの根により思うまま
に有に生まれ、常への執着を退けるために死と病気と老などに依って輪廻にとどまるので、他
の顕現を浄化せず変化をともなって顕現するものでもある」と言われる。 [1.66]
3.2.2.2.1.3.7.2.2.1.2詳しい解説に、苦による変化がない在り方と、悲心から変化するもの
として現れる在り方とがある。
3.2.2.2.1.3.7.2.2.1.2.lそのうち変化がない在り方は、 「意の自性の身体を得る菩薩である
聖者の集まりは残らず自己の制御なしに死の苦と病の苦と老の苦を根本から捨てており、それ
らの相続は非如理の作意と業と煩悩とその力により輪廻に生まれるものであり、その菩薩には
その原因はないから結果である苦によるその変化も存在しない」と言われる。 [1.67]
3.2.2.2.1.3.7.2.2.1.2. 変化するものとして現れる在り方は、「勝者の子である聖者は、法
界が生じることなく変化しないように、真実を目の当たりに見るので、輪廻において自分の力
なしに生などの苦から脱して解脱することになっても、そのように考察されない衆生に対して
大悲の主体となってから思うままに有における生と死と病と老などの多くの変化の顕現を示
し、運に従って所化を完全に成熟させている」と言われる。 [1.68]
3.2.2.2.1.3.7.2.2.2十地における勝者の子による功徳を把握することに五つ。初発心の人の
功徳と、最高の行に入る功徳と、不退転を得る功徳と、最後の生に変化する功徳と、二つの意
味を成立させる差異を説いたものとである。
3.2.2.2.1.3.7.2.2.2.lそのうち初発心の人の功徳は、 「初地に住する勝者の子である菩薩ら
は生などによる変化がないこの自性清浄なる心の法性界を目の当たりに永遠に考察してから自
分の生老病死の苦という特徴から解放されても無明の白溺により智慧の目を盲せられた他の衆
生たちの生などと老と病と死の在り方においても見られ現れるので所化たちを完全に成熟させ
る者は珍しく未曾有なものである。そのように罪過である不善法から離れた聖者の行境たる法
性を目の当たりに見て、生死から解放された位を得た者がそれぞれの凡夫の生死から解放され
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ていないものたちの行境における生などの多くの変化を示し、所化たちを成熟させる。その同
じ理由のためにすべての有情の最高の親友や親族となった菩薩たちにより集められたものによ
り利他を成立させる方法を知り、それを遍く増益する大悲が最高のものとなっている」と言わ
れる。 [l.69-70]
3.2.2.2.l.3.7.2.2.2.2最高の行に入る功徳は、「第二地から七までに住するその菩薩は智慧
の力により世間の一切の行を完全に超えており、悲の力により世間から動かずに所化の世間の
者たちを成熟させるために世間における生などの在り方を把握してから世間の過失の垢により
僅かたりとも汚されずに菩薩の威力のある行を修行する。例えば蓮華の花が水の中に生じても
水の汚れや垢などにより汚されないように、この聖なる勝者の子は利他の世間に生じても、世
間の過失の法の煩悩などにより決して汚さない」と言われる。 [1.71-72]
3.2.2.2.l.3.7.2.2.2.3不退転を得る功徳は、「第八地に住する菩薩たちは利他の所作を成立
させる際に常に自分の慧が努力なしに、例えば乾いた薪を力のある火が自分の力で燃やすよう
に、燃やす在り方により入り、そこで尽きずに、一瞬で戯論の特徴である寂静の禅定三昧の等
至と常時無間断の等至にも入っている」と言われる。 [l.73]
3.2.2.2.l.3.7.2.2.2.4最後の生に変化する功徳は、「第十地に住する菩薩らは前の第九地以
後の誓願などを放つ力により自然に成立して入り、動機の一切の分別は場所を完全に変える在
り方により捨てられて離れているので、その最後の身は所化の有身のものを成熟させるために
努力と精進をなす必要が存在せず、そのようならばまたお言葉の所作を思うことと同類の説法
と、お身体の所作である運と同類の色身の変化の多くの相を示すことと、利他の偉大な行と、
往復や起立などの種々の行道によっても相応しい。何れかの所化を在り方のままに何れかの方
法により教化するその勝者の子はその所作を相応しいものの通りに如実に真実と知る。努力が
なく種々なるものに入ることがそのようならば、対境である虚空の辺際である有情の辺際にお
いて常時に在り方を精進なしに自然に成立し、あらゆるところで利益が有り障害がない門から
智慧をもつ行為者のその菩薩が特別になすべき所化の衆生たちを成熟させるために自分自身で
それらの利益を成立させる所作が完全で不退転に入るものである」と言われる。 [l.74-76]
3.2.2.2.l.3.7.2.2.2.5二つの意味を成立させる差異を説いたものは、「第十地に住する菩薩
の所作に入るこの在り方は、続いて得られる他を成熟させることに依ってから捨てられる分別
の究極に至る諸如来と、また所化となった衆生が輪廻という苦の大海から本当に解放されたも
のに関して世間に自然に成立し相続が中断しないので平等なものである。六神通と十根などの
特別な功徳を得るからである。利他に関しては仏と同じであっても、 自利を捨てる考察の功徳
に依ってから特にとても大きなものである。例えば大地輪と微塵の特殊性のみと大海と牛の蹄
跡の水の特殊性であるもののみに完全なる仏の辺際に至る功徳と菩薩の第十地の道の功徳との
特殊性もそれだけで大きなものである」と言われる。さらにまた諸菩薩は無明の習気の地など
I
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のとても微塵な障害を捨て、如来はそれらも捨てることで法身の四種の功徳の完成をもつこと
を得ているからである。 [1.78]
3.2.2.2.l.3.7.2.3とても清浄なる位でも変化がない在り方に、変化のない理由をまとめて説
いたものと、その意味を詳しく説いたものとがある。
3.2.2.2.l.3.7.2.3.lそのうちまとめて説いたものは、 「法界であるとても清浄なる位相のそ
の如来の法身は、他身を投げ捨ててから他に変化することのない自体の常住の意味をもつもの
である。穂は無余浬梁の界においても尽きないので勝義の功徳の無量の法をともなっているか
ら。そのように一切有情の欺かない最高の帰依処となると説かれる意味をもっている。後の辺
際のない究寛を輪廻する限り守る功徳をともなっているから。その無垢の法界は常時に輪廻と
浬梁の二として存在しない自性の意味をもっている。それらの罪過と利益を考察することのな
い功徳をともなっているから。永遠に滅することのない法性は不滅の意味をもつものでもあ
る。業と煩悩により明らかに無為の自性の功徳をもっているから」と言われる。 [l.79]
3.2.2.2.l.3.7.2.3.2詳しく説いたものに三つ。生などと関係する意味と、意味をまとめて結
合することと、常などを設定する原因とである。
3.2.2.2.1.3.7.2.3.2.l生などと関係する意味に二つ。それぞれを説いたものと、合わせて詳
しく解説したものとである。
3.2.2.2.l.3.7.2.3.2.l lそのうちそれぞれを説いたものは、 「とても清浄で自性による光明
のこの心髄は最初に生じず、最後に減せず、中間に病むこともなく、変化と老がないものであ
る。それは順序通りに常であり、堅固であり、寂静であり、不滅であるから」と言われる。
[l.80]
3.2.2.2.l.3.7.2.3.2.1.2合わせて詳しく解説したものは、「その如来の界は、最初に意の自
性の身によっても生じないものである。変化せずに常住であるから。そのように最初に不可思
蟻に完全に変化する死という変異によってもその界は不死である。欺かれずに堅固であるか
ら。中間の無明の習気の微細な障害の病によっても損なわれないものである。二への執着など
の寂静であるから。無漏の加行によっても老はないものである。滅びずに不滅であるからと言
われる。そのように意の自性の身による生などによっても変化がなければ、普通の生などによ
り変化しない見は言うまでもない」と言われる。 [1.81-82]
3.2.2.2.l.3.7.2.3.2.2意味をまとめて結合することは、「常などの理由により不生などが成
立するそれについて、変化しない「我」などのそれぞれの句によりまとめて説いたものの詳細
な解説と、 「尽きない」などの二句と、同じように「辺際」などの二句と「相」などの二句と、
「作られない」などの二句の順序通りに、因縁により明らかなる無為の無漏の法界たる如来蔵
における常などの意味にまとめられる堅固の意味と、寂静の意味と不滅の意味がそれぞれの経
典の通りに知るべきである」と言われる。 [l.83]
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3.2.2.2.l.3.7.2.3.2.3常などを設定する原因は、「界の自性清浄なる明らかに変化してその
法身は、無余浬藥の界においても尽きることのない究極の功徳をもっているので、決して他に
変化しない自体は常住なる意味をもっており、輪廻の辺際と同じく中断せずに続いて把握され
るから、永遠に欺かない帰依の主体は堅固の意味をもっており、二辺と分別されない自性であ
るから、有と滅の二として存在しない法性は寂静の意味と、因縁により作られない無為の功徳
をもつものであるので、永遠に滅することのないの意味は不滅の意味をもつものである」と言
われる。 [l.83+]
3.2.2.2.l.3.8功徳を区別することがない意味に、名称の意味の門からまとめて説いたもの
と、それらの性質を詳しく解説したものとである。
3.2.2.2.l.3.8.lそのうちまとめて説いたものは、 「何故ならばとても清浄なる如来蔵のその
帰依自身は一切仏の法身であり、そのようにそれは如来でもあり、それは聖諦と勝義の浬桑で
もあるので、それらの名称の異門だけしかないから。例えば日輪と光に区別がないように、十
力などの勝義の功徳は無差別なので完全なる悟りに属さない他の浬桑の特徴は存在しない」と
言われる。 [l.84]
3.2.2.2.l 3.8.2詳しく解説したものに三つ。名称の異門を詳しく解説したものと、意味の性
質を詳しく解説したものと、それらを嚥例により確実にすることとである。
3.2.2.2.l. 8.2.1名称の異門に、四つの意味の能力により四つの名称を説く在り方と、それ
らの意味と合わせて解説したものとがある。
3.2.2.2.l.3.8.2.l.lそのうち四つの名称を説く在り方は、 「まとめれば無漏の法界たる如来
蔵においては仏の無差別の法などを解説することになる意味のさまざまな部分の四種の区別に
よりそれに相似する法身などを解説直後の名称の四種の異門と知るべきである」と言われる。
[1.85］
3.2.2.2.l.3.8.2.l.2意味と合わせたものは、「界のその自性による清浄自身が仏法は力など
の勝義の功徳と無差別の意味をもつ部分から「法身」と言われ、その仏の種である無始より存
在するその法性は如実に目の当たりに得る意味をもつ部分から「如来」と言われ、その心髄自
身が決して虚偽がなく常に欺くことがなく変化することのない法性が聖者の知恵の行境となる
意味をもつ部分から「聖者の諦」と言われ、その界自身が本来の始めより自性により清浄であ
り客塵の究極の垢を滅する意味をもつ部分から浬桑である」と言われる。 [1.86]
3.2.2.2.l.3.8.2.2意味の性質を詳しく解説したものに二つ。不二の意味を詳しく解説したも
のと、浬藥の意味を詳しく解説したものとである。
3.2.2.2.l.3.8.2.2.lそのうち不二の意味は、 「如実と如量の所知の一切法の一切相を目の当
たりに知ることによる明らかに完全なる悟りの場合に「仏」と言い、客塵の垢の二障の習気を
もつものを残らず捨てる場合に「浬桑」と言う。そのようならば考察の究極に至るものと設定
｜
’
’
’
’
口
’
’
｜
???
Dolpopaのr宝性論釈善説陽光論』について(n) 101
される完全なる悟りと、浄化の究極に至るものと設定される無住処浬梁は名称の差別のみに尽
き、如来の界の一義を正しく集めているから。聖者の正しい知恵の行境の意味で無漏の界を区
別することなく断ぜられるものとして存在せず二として存在しないものである」と言われる。
[1.87]
3.2.2.2.1.3.8.2.2.2浬梁の意味は、「広大で究極の不完全な種がないので一切相の功徳と、
光明が究極で無量なので無数の功徳と、深くて奥を量り難いので不可思議の功徳と、二障の習
気をともなうものを浄化するので無垢の功徳と、無漏界において無差別の特徴をもつ法身が明
らかになることを「解脱の浬梁の究極に至る」と言われる。解脱の特徴であるものは、真如を
明らかに考察する部分から如来たるものでもある」と言われる。 [1.87+]
3.2.2.2.1.3.8.2.3それらを嶮例により確実にすることに、絵の嶮例により確実にすること
と、太陽の喰例により確実にすることとである。
3.2.2.2.1.3.8.2.3.lそのうち絵の喰例は、 「例えば天などの絵を描く工匠師で頭と手などの
別々の部分のそれぞれの部類に巧みな者たちから、ある画師で頭のようなある一部分を知る者
が他所に行けばその部分を確実に把握して描くことはないであろう」とまとめて説かれてい
る。それから「『まずあるものからこの画布に画師であるあなたがたは、あまねくこの王であ
る私の姿を完全に描きなさい』と国主である大王がそれらの画師たちに命じて、画布が与えら
れ、それからその命令を聞いて、 自分たちがそれぞれ知っているそれぞれの絵を描く仕事に専
念した。その絵に専念して描いた者の中から頭のようなものを知っているある一人がその場所
から他の場所に行ったとしよう。その頭を描く者が他に行けば、一人の画師の部分に関してそ
れは不完全なのでその王の姿の絵は頭などの全ての部分が完全になるのではないように」と
『宝髻経'9』にこの意味を示した職例がなされている。その部分をすべて完全に描く多くの画
師により表される意味となるものは、何に対しても執着のない布施と、罪過の垢のない戒と、
決して争うことのない忍と、などの言葉により善を広げる精進と、対象を一点にする禅定と、
法を正しく区別する智慧である。方便のすべての面の最高をそなえた空性たる法身が明らかに
成立するものは上手に絵を描かれた王の姿が完成したもののように述べられている」と言われ
る。まとめると「一人の画師が欠けていても絵は完全にはならず、すべてが完全であってから
完成するように、方便の一つが欠けていても功徳は完成せず、すべてが完全になってから功徳
は残らず完成するそれらと区別のない解脱・浬藥は究極に至る結果としてすべてに等しいもの
である」と言われる。 [1.88-92]
3.2.2.2.1.3.8.2.3.2太陽の嶮例に、四種の同法により太陽と同じであると説いたものと、仏
とは異なる究極の浬藥は存在しない在り方とである。
3.2.2.2.1.3.8.2.3.2.lそのうち太陽と同じことは、四種の功徳と無差別の智慧たるものと、
知恵であるものと、解脱となるものが、順序通り明らかにすることと、広げることと、浄化す
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ることなので、三種も区別がないので光明と光線と日輪とのそれら三種が無区別であることと
同じである」と言われる。 [1.93]
3.2.2.2.l.3.8.2.3.2.2仏とは異なる究極の浬桑は存在しない在り方は、「無始より近くにあ
る界の自性清浄なる如来蔵において力などの勝義の功徳はすべて無差別で、それが明らかに成
立することが究極の解脱であり、それ故に一切の所知に執着のない知恵を見ることがあること
が完全な悟りを得なければ、一切の障害から解放される浬繋の究極に至ることを得ない。例え
ば光明と光線を放つように捨ててから清浄なる日輪を見ることはできないように」と言われ
る。 [1.94]
3.2.2.2.l.4解説した意味をまとめて合わせたものは、「上に詳細に説いたそのような在り方
ならば、後の辺際と同じと考察する法性たる勝者の如来蔵のその法界が設定される在り方であ
る道の設定は性質の意味である無差別の功徳の意味までの十種と言われるものにより上手く述
べられ、明らかにされている」と言うのは、すでに解説した意味をまとめたものである。 「無
始の時より近くにあっても無関係な自性である客塵の垢である一千万を超えるほどの煩悩の殻
により整えられた中にある無始より近くにあり関係する自性清浄なる法性のその心髄を明らか
に表しているそれら九種の輪例によることは『如来蔵経』の通りに知るべきである」と言わ
れ、解説されるものは結合している。 [1.95]
3.2.2.2.l.5まとめた通りに喰例により説いたものに、共通の有垢真如の同法を合わせたもの
と、垢と悲心の二つのそれぞれの同法を合わせたものとである。
3.2.2.2.1.5l共通の同法に、有情を界により満たす在り方をまとめて説いたものと、その嶮
例の意味を詳しく解説したものと、まとめて無始の在り方を説いたものとである。
3.2.2.2.l.5.1 lまとめて説いたものは、 「仏身の相と随好により飾られたものが色槌せて閉
じてしまった蓮華の中にあるように、客塵の垢の煩悩により覆われた衆生にこの自性清浄なる
法界・如来蔵があり、そのように合わせられて円満な味をもつ蜂蜜が多くの蜂が集まる周りの
中心にあり、のぎと皮などの中に米などの粒の核心が損なわれずにあり、不浄な大きな沼地の
中に美しい黄金が変化せずにあり、多くの土に覆われた下に大宝の大きな蔵が尽きることなく
あり、樹木の芽などが次第に生じる力が小さな実の種子と外皮の中にあり、ぼろぼろの汚れた
衣が合わさった中に宝石でできた勝者の身体があるそのように、顔や出で立ちなどが悪く見え
る女性の腹と子宮に人の主である転輪王がおり、羊を放った時の黒い泥の土の中に宝石と金で
作られた像が存在するように、例えば客塵の煩悩の垢により覆われた衆生にもそのように自性
清浄なるこの仏界や性の如来蔵は確実にある」と言われる。 [l.96]
合わせて解説したものが、 「自性滑浄なものに成立する客塵の垢である煩悩は蓮華の花と有
情の蜜蜂とのぎに付着する皮と不浄の沼地と土の塊と果実とぼろぼろの衣と守護者のいないな
どの苦により燃やされることで明らかに苦しむ悪い女性と、黒い泥の地界と同じであり、仏の
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身体と蜂蜜と実の核心と黄金と宝蔵と、尼拘魔陀などの樹木と、宝から作られた色身と、四洲
の主である転輪王と、宝の金の像と、無垢で清浄なる最高の界となる如来蔵と同じである」と
言われる。 [1.97-98]
3.2.2.2.1.51.2その喰例の意味を詳しく解説したものに九つ。色槌せた蓮華に対する仏と、
蜜蜂に対する蜜と、殻に対する中心と、不浄の中の黄金と、大地にある大きな蔵と、外皮に対
する芽と、ぼろぼろの衣に対する身体と、女性に対する王と、泥土に対する金像のように、一
切衆生に法界が存在する在り方である。すべてにおいても界の垢を行ずる在り方を詳しく解説
したものと、再び合わせて明らかにされるべきである。前者にも表示する嶮例と表示される意
味がある。
3.2.2.2.l.5l.2.1そのうち萎えた蓮華に対する仏のように衆生に法界が存在する在り方の職
例が、 「例えば色の槌せた蓮華の葉により包まれた中にある千の多くの威厳ある相と随相によ
り燃えて明らかになる如来身は無垢の天眼をそなえた神通をもつ人によりうまく見られてから
他の者たちにも説くために水を生む葉の脈管から仏のその身体を引き出すようなものである」
と言われる。 [l.99]
それにより表す意味は、 「そのように善逝の自性清浄なる法身も阿鼻地獄にいる者たちにも
満ちる在り方で仏知の眼により自他すべてに法性・如来蔵が存在することを見て、甚だしい障
害は存在せず後の究極の輪廻する限りの相応する辺際に住してから衆生利益をなすことに入る
大悲の本性をもつものたちが他者に対しても法界を明らかに示すために障害となる客塵の垢か
ら所化となった者たちを次第に解放させることである」と言われる。 [l.100]
さらにまた解説は、 「例えば色が槌せた蓮華の花が閉じた中に存在する相と随相により飾ら
れた善逝の身体がその蓮華の中にあると天眼の神通をもつ者がそれを見てからそれを明らかに
するために障害となる花弁の殻を確実に切裂いて取除くように、煩悩の貫欲と急怒などの客塵
の垢の究極の殻により覆われた完全な悟りの心髄である法界が究極の有情に存在すると見て、
その考察されないものに対する無量の悲心によりムニの能力も身体の成就をなす蓮華の花弁を
取除くように衆生たちの障害である客塵の垢のその煩悩が確実に打破するために所作をなされ
ている」と言われる。 [1.101]
3.2.2.2.l 5.l.2.2蜜蜂に対する蜜のように衆生に法界がある在り方についても、噛例は「例
えば有情である蜂の群れにより囲まれ守られている甘い味のする蜂蜜は、蜂蜜を吟味するのに
巧みな人がその蜂蜜を求めることで、蜂により覆われた中にあることを見てから煙を放つなど
の種々なる方法によりその蜂蜜を有情である蜂の群れから離なして蜂蜜を得るように」と言わ
れる。 [1.102]
その意味は、 「偉大な仙人は完全なる悟りにより知られるべきすべての相を目の当たりに知
る仏眼によりそれぞれの如来界と言う自分で知るきこの蜂蜜に似た知恵をすべて普く見てか
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ら、その界の障害となる蜂に似た客塵の垢の種子をもつものを全く捨てる道を示し、法身を明
らかに成立させている」と言われる。 [1.103]
さらなる解説は、 「例えば円満な蜂蜜は有情である何千コーテイ・ナユタの蜂により覆われ
ており、蜂蜜を求める人が見てから外のそれらの蜂を様々な方法で取り除く。自分が求める通
りに薬と食べ物などとしての蜂蜜の働きをなすように、有身の者の心の自性無漏の知恵たる如
来蔵は蜂蜜に似ており、客塵の垢である蜂に似たそれらの煩悩を制圧し、法界を明らかにする
方法に巧みな完全なる悟りを得た勝者は蜂蜜を受け取る人のようである」と言われる。
[l.104]
3.2.2.2.l.5l.2.3殻に対する中心のように衆生に法界がある在り方の嶮例は、「例えば外の
殻をともなう稲などの穀物の実は殻から抜け出さない限り人により受容される良いものとなら
ず、殻から離れれば食物等の最高のものとなるので、受容されるべき食物と飲物などを求める
人は外の殻からその穀物の実を取り出すように」と言われる。 [l.105]
その意味は、 「そのように衆生たちの客塵の煩悩の垢と混ざった自性清浄なる完全なる悟り
の心髄である勝者も障害である煩悩の垢と混ざったことから解脱しない限り勝者の如来がなさ
れる究極の所作を欲と色と無色との三有と示すことをなさず、障害を離れてから仏の所作も広
げられる」と言われる。 [1.106]
さらなる解説は、 「例えば穀物ののぎをもつ実である稲と蕎麦から実などのそれぞれの殻か
ら生じず、受容するのに相応しいものとしてよく成熟していない実は人により受容されるべき
食物などの美味をもつものとはならないように、そのように衆生の自性に遍満して存在する一
切法の自在天である如来蔵は煩悩の殻に似たものから解放されていない身や身体も、煩悩の飢
えに似た究極の苦により恐れ苦しむ有情らに正法の言葉と大楽味を与えるようにはならず、煩
悩を捨ててから広大な法を示すのである」と言われる。 [l.107]
3.2.2.2.l.5l.2.4不浄の中の黄金のように衆生に対して法界にとどまる在り方の喰例は、
「例えばお互いに街道を歩いて行く時にある人が宝物である大きな黄金があることを忘れたり
して不浄で汚い悪臭で満ちた場所に落として散らばってしまってから他の自性に変わらないの
で滅することのない性質をもつその善妙なる金はその場所で前と同じように何百年にわたりと
どまるならば、まず清浄なる天眼をもつ天がその場所にその金があることを見てから利益の想
いによりある人に対してこの不浄なる場所に存在する善妙なる宝の最高のものであるこの金を
受取り、外の汚泥を浄化して宝により成立させられるべき色身と荘厳などの望む通りにしなさ
いと言う如く」と言われる。 [1.108-109]
その意味は、 「そのように勝者の主であるムニによっても不浄に似た客塵の垢の諸煩悩に沈
んでいる衆生たちにある功徳の善妙なる金に似た法界・真如がすべてに遍満することを見てか
らその汚泥に似た煩悩を浄化するために所化となる九生に水の雨に似た正法を降らせ、示され
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る」と言われる。 [l.llO]
さらなる解説は、 「例えば不浄なる汚い腐ったものの中に落ちて散らばった善妙なる金は、
後に時に天が見ることで不浄のその汚泥が完全に浄化されるので見てから最も美しいその金を
人に丁寧に示すように、そのように完全なる悟りを得た勝者によっても不浄なる大きな汚泥に
似た沢山の煩悩に落ちた完全なる悟りの心髄である宝に似た真如が衆生たちに遍満しているこ
とを見てからその界の客塵の垢である煩悩を浄化するために所化となった有身の者たちに運に
応じて正法を示している」と言われる。 [l.lll]
3.2.2.2.l.5l.2.5大地にある大きな蔵のように衆生に法界がある在り方は、「例えば空腹
や貧乏を恐れるある貧しい人の自分の家の中の沢山の地により押しつぶされた下にいかなる望
みの受容も尽きることのない宝の大きな蔵が存在するであろうが、そのような場合もその貧し
い人はその大きな蔵が自分の部屋の下にあることを知らない。その蔵もその人に「私はこの地
下にあるので掘り出すために何かを喜んで行いなさい」とは言わないので宝の蔵が存在するま
まに貧乏の苦を体験されるように」と言われる。 [1.112]
その意味は、 「そのように衆生の意の中に入ることになる宝の蔵のように自性清浄と無垢に
より勝義の功徳が新たに設定されたり先に存在する過失を取除くことがない法性の自性として
存在する種たる如来蔵自身も客塵の垢により阻まれるから自分の自性として存在するとは考察
されないので、無漏の功徳の付着により貧乏な存在の苦の多種で究極なものを中断することな
くこの多くの九生は受ける」と言われる。 [l.113]
さらなる解説は、 「例えば貧しい人の家の中の地下に宝が尽きることを知らない大きな蔵が
入ってからその貧しい人に対して宝の蔵も「私はここにいる」とは述べず、その蔵が自分の家
にあることをその人も知らないので、貧乏の苦から解放されないように、そのように無漏の究
極の功徳をもつ法界の蔵が自分の意の家にあっても、そのように知らない衆生は蔵があっても
得ることのない貧乏人の如くである。ある知者たる人が蔵を掘り出す方法を弟子に似た所化と
なるそれらの衆生たちによるその法界のその蔵を客塵の垢の地下から掘り出して二つの浄化を
もつ法身を目の当たりに得させるために世間界の究極を浄化して、完全な悟りを得た大仙が正
しく現れてから正法を示すことをなす」と言われる。 [1.114]
3.2.2.2.l.5l.2.6外皮に対する芽のように衆生に法界が存在する在り方の喰例は、「例え
ばアムラとターラなどの樹木の実の外皮の中にある種子の縁と結びつけば芽が生じ、障害によ
り滅することがない法をもつもので、肥沃な地を上手く耕して水を時に撒いて多くの肥料など
を合わせるという縁を備えてから樹木の勝者である円満な形体をもつものに次第に成立する如
く」と言われる。 [l.115]
その意味は、 「衆生の無明などの煩悩の客塵の垢の果実の外皮に似たものの中にある法性や
界や善なる如来蔵も完全な縁から樹木が次第に成立するように、福徳と知恵の二資粗を成立さ
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せるそれぞれの善に依ってから地と道を次第に行ってムニの勝者の完全なる悟りのものにな
る」と言われる。 [1.1l6]
さらなる解説は、 「例えば潤す水と成長させる太陽の光と腐敗させない風と保存させる土と
初夏などの暖かい時と機会を開く虚空などの縁によりターラとアムラなどの果実の外皮の中か
ら果実の木の形体として次第に生じるように、衆生の客塵の煩悩の果実の外皮に似たものの中
に入った完全なる悟りの心髄たる種子の芽に似たものも、縁の集まりから樹木が生じるそのよ
うに解脱の因となった二資糧のそれぞれの善の縁から法界を明らかに見ることを次第に広げて
から完全な悟りの結果を得ることになる」と言われる。 [1.1l7]
3.2.2.2.1.51.2.7ぽろぽろの衣に対する色身のように衆生に法界がある在り方の嶮例は、
「例えば種々なる宝から作られた勝者たる如来の最高なものとなる色身はぼろぼろの衣の悪い
垢により覆われ、道の十字路にいても人によく見られないことから、一先ず天がそれを見てか
ら障害となるその悪いものから解放されるので道の真中にある色身のその意味をそれらの人に
言い、示す如く」と言われる。 [1.118]
その意味は、 「一切の所知を妨げられることなく見る仏智の眼があるものも食欲などの様々
な相による客塵煩悩により覆われた善逝の心髄の形体は、ましてや穴を通された昆虫などの畜
生となるものたちにも遍満していることを見てから、色身の障害となるものを取り除くそのよ
うに、その法界を客塵の垢から解脱させるために道を完成させる方法たる究極の正法の門を示
している」と言われる。 [1.119]
さらなる解説は、 「例えば宝の自性から成立した如来の美しい色身が汚い垢の付いた悪臭の
する衣に覆われており道の十字路に置かれてから、清浄なる天眼をもつ天がそれを見てから障
害となるその悪いものから解脱させるために人に明らかなものをそれぞれ示すように、そのよ
うに悪臭の衣に似た煩悩の障害により覆われ、存在という輪廻の道にある界たる如来蔵が、 ま
してや畜生などの劣った者たちにも存在することを見てから、客塵の煩悩から解脱させるため
に完全に悟った勝者により所化の福分に応じて正法が示される」と言われる。 [1.120]
3.2.2.2.1.51.2.8女性に対する王のように衆生に法界がある在り方は、「例えば容姿が悪く
て救護者と守護者のいない女性が救護者のいない住居や招待所や十字路などに暮して、 自分の
子宮の吉祥をそなえた天輪聖王の赤ん坊のしるしをもつものを保持していても、子宮を覆うも
のにより妨げられているので自分自身の腹の中に存在するその衆生が王であるとは知らないの
で、他者による侮辱などの恐怖をもち、苦しむように」と言われる。 [1.121]
その意味は、 「存在の輪廻の様々な場所に生まれる者たちは苦をともなっているので、救護
者と守護者がいない家でそのように、客塵の煩悩たる不浄なる衆生たちは救護者と守護者がい
ても知らないので、子宮に王を有している女性の如くであり、その女性に何らかの王が存在す
るので救護者をともなっているように、その衆生にも何らかの法性たるものがあるので救溌者
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の最高をともなって自性清浄たる無垢界の如来蔵が明らかになることで、一切の恐怖から守ら
れるのでその女性の子宮にいる王の如くである」と言われる。 [1.122]
さらなる解説は、 「例えば女性で身体に汚れた悪臭のする衣を着て顔と姿などの悪い形をそ
なえた者は大地の主となる赤ん坊が子宮の中にいてもそれを理解していないので救護者と守護
者のいない部屋に住んで、他者による侮辱などのとても多くの苦を受けるように、そのように
自分で自分の中に心の自性が光り輝いて存在する救護者たる仏がいても、それを理解していな
いから救護者と守護者はいないという認職をもつ有情たちは客塵煩悩の力により意が静寂でな
く有漏の業を行い、その原因により輪廻の恐怖などの苦を受ける根本にいる」と言われる。
[1.123]
3.2.2.2.1.5.1.2.9泥土に対する金像のように衆生に法界がある在り方にも、界の垢を浄化す
る在り方を詳しく解説したものに二つ。示す嶮例と、それにより示される意味とである。
3.2.2.2.1.5.1.2 9lそのうち最初の示す喰例は、 「例えば泥土の中の溶解した金から作ら
れた仏像は量と特徴が豊かで美しく、 自分の性質の垢を滅していることで清浄であっても、外
から鋳型の黒い泥土に覆われた自性をもつことを知る者が見てから、そのように知る人たちは
中のその黄金の垢を浄化し清浄にするために、外の黒い泥土などの障害を取り除くために様々
な方法をなうように」と言われる。 [1.124]
3.2.2.2.1.5.1.2.9.2それにより示される意味は、「心の自性である如来蔵は最初から光輝い
て清浄であり、食欲などの煩悩の垢も捨てるままに客塵であるという相を見るようになってか
ら、宝の黄金を作る仏像が生まれる場所の泥土により覆われた塊のような衆生の法界を見る障
害の客塵の垢から浄化する方法の聖法を示すことが最高の菩提を明らかに悟ったものである」
と言われる。 [1.125]
さらによく合わせて明らかにすべきことが、 「例えば自性により無垢で清浄な光輝く黄金か
ら作られ、型に入れられた時の黒い泥土の中に入れられた像自身の性質である垢を滅したその
自性は宝の像であると考察することに巧みな知恵のある人が知ってから障害となる泥土などの
垢を次第に取り除く方法として打ったりゆっくり叩いたりなどするように、そのように所知の
一切の相を目の当たりに知る仏智によっても垢という自性清浄の黄金の像に似て煩悩が始めか
ら寂静である意の法性・如来蔵は一切衆生に遍満するものと知ってから、 自分が自分の福分に
従って法を解説する在り方による方法である泥土を取り除く打撃行為に似たことを成立させる
ことで自性が目の当たりになる障害の客塵の垢が取り除かれる」と言われる。 [1.126]
3.2.2.2.1.51.3まとめて無始の在り方を説いたものは、「萎えた蓮華と、有情である蜜蜂
と、穀物の穀と、不浄の沼地と、大地と、樹木の果実と、汚れた悪臭のする衣と、女性の子宮
と、黒い泥土の覆いにも」と言うことは垢を示す喰例であり、 「相を喰例により飾った仏のよ
うなものと、美味の蜜のようなものと、実などの核心のようなものと、他に変化しない黄金の
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ようなものと、尽きることが知られない大蔵のようなものと、果実をもつ樹木のようなもの
と、宝の美しい身体のようなものと、転輪王のようなものと、黄金の像のようなもの」と言う
ものが心髄を表す嚥例であり、それらにより表される職例が、 「衆生の界と真如の障害となる
煩悩の覆いが自性において結合しないので、客塵であっても法界と一緒に無始より存在するも
のでもあり、それらがどこかに存在する場所に衆生の心の自性である如来蔵は始めから無垢で
あり一緒に生じる知恵は無始より近くに存在するものであると述べられる」と言われる。
[1.127-129]
3.2.2.2.1.5.2垢と悲心の二つのそれぞれの同法を合わせたものに二つ。客塵の垢を特別に説
明する在り方と、 自性である法界を特別に説明する在り方とである。
3.2.2.2.l.5.2.1垢を説明する在り方に四つ。障害をなす垢の区別と、確実に行く界を妨げる
在り方と、それぞれの嚥例の意味を詳細に合わせたものと、再びそれらの一般的意味をまとめ
たものとである。
3.2.2.2.l.5.2.l.lそのうち障害をなす垢の区別は、 「法界の自性清浄なるものを妨げる客塵
の垢は、種姓の門からまとめれば九種である。それも世間の食欲と関係する相続にある不動の
行の原因である色と無色の界を成立させる出世間の知恵により克服するべきものが食欲の随眠
と噸の随眠と痴の随眠であり、それらの悪い場所を受けるとか三つの種子それぞれを数えるこ
とと貧欲などと関係しない相続にある福徳と福徳ではないもの行の原因である欲界のみを成立
させて美しくないものなどの修習の知恵により克服されるべきものがその貧と填と痴の激しい
鯉で三毒を起こすものを一つにしたものであり、阿羅漢たちの相続に存在する無漏の業に入る
原因である意の自性の身体を成立させる大菩提の知恵により克服されるべきものが無明の習気
の地により集められ、共通に凡夫の有学の相続にある法性の諦を目の当たりに見る知恵により
克服すべきものが見所断であり、聖者である有学の相続にある法性をすでに明らかに見た修道
の知恵により克服されるべきものが修所断であり、特に彼岸に至らないものではない菩薩の相
続にある初地から七地までの異なる方向により三つを修習する知恵により克服されるべきもの
が不浄の地による所断であり、彼岸に至る菩薩の相続にある清浄な三地の異なる方向の金剛の
ような三昧により克服されるべきものが清浄な地による所断である。そのようならば粗大を考
察しやすいものに関して食欲などの九種の垢は蓮華の雲と蜂などの九種の嚥例により順序通り
に表され明らかに示されており、その如来蔵を妨げる随煩悩の雪がものの区別により分類すれ
ば八万四千とコーティの区別の辺際を超えたものなどになり、如来の知恵の区別は限りない如
くである。 [1.130-131]
3.2.2.2.l.5.2.l.2それにより界を妨げる在り方は、「世尊が『一切衆生は如来蔵をもつ』と
仰せられたものを妨げるこれらの九種の客塵の垢により妨げられた衆生の愚かな部分である凡
夫と声聞と独覚の阿羅漢たちと、共通の有学の道にいるものたちと特に知恵をもつ菩薩たちが
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不浄なもので、それもまとめてから上のように順序通りに嶮例の蓮華も蓉と蜂と殻と不浄等の
九種の噛例により仏と蜂蜜と核心と金などのよる法界が完成することが説かれた。最初の四つ
の障害の三毒の垢の随眠によりこれらの上の界による凡夫が不浄であり、阿羅漢と有学と知恵
ある者たちが順序通り四不浄であり、さらにまた順序通り最初の四つの障害の三毒の随眠によ
り上の界の凡夫たちは不浄であり、それらを普く起こす暴力により欲界の凡夫は不浄であり、
無明の習気により－による阿羅漢は不浄であり、そのように見所断と修所断の二つにより異生
の有学と聖者の有学の二つが不浄であり、不浄の七地に依る垢と清浄な三地による垢の二つに
より彼岸に至らない菩薩と至った菩薩が不浄であり、それぞれの人にそれぞれの所断を主に有
しているので、法界の辺際を起こす障害が作ったものであるから」と言われる。 [1.132-133]
3.2.2.2.l.5 2.l 3それぞれの嶮例の意味を詳細に合わせたものは、「例えば蓮華の花が泥沼
から新たに生じて、見る者の前で変化するやいなや意を喜ばせ、後には間もなく古くて喜びの
ないものになるように、そのように煩悩である食欲の随眠も非如理の作意から生じた執着が起
れば喜び、後に滅すれば喜びがなくなるので、蓮華を見る喜びもその如くである」と言うこと
により食欲の随眠が蓮華の如くであり、そのように合わせて「例えば蜂蜜に執着する有情であ
る蜂が他者により蜂蜜が取られたならば旗の意によりとても怒って針で刺すことを起こすよう
に、そのように煩悩である顔の随眠を広げてから怒りとして生じればまた自他の心髄に苦の痛
みが起こされる」と言うことにより順の随眠が蜂の如くであり、 「例えば稲などの穀物の核心
が外ののぎと上部20などの殻により覆われているので見えないように、そのように如来蔵たる
法界の自性による光明の意味を見ても無明の痴の随眠などの卵の殻に似たものにより覆われて
いるので見えない」と言うことにより痴の随眠が殻の如くであり、 「例えば不浄な事物は意に
好ましくない方向の不安を起こす場所であるそのように、欲界における執着をもつ者たちによ
り欲の功徳に依る多くの悪行の原因であるから、煩悩の三毒により起きて成立する凶暴さは不
浄の大穂に似て煩悩で意を起こす場所である」と言うことにより三毒が成立することが不浄の
如くであり、 「例えば宝が尽きることを知らないその大蔵は多くの土に覆われている隠されて
いるならば、貧しい者たちは宝があることを知らずその蔵を得ないように、そのように貧しい
者に似た人たちにおける尽きることが知られない功徳をもつ自成の知恵を見ること自身が無明
の習気の地により覆われているので見えないように」と言うことにより無明の習気によりまと
められたものが地の如くであり、 「例えば木の芽と幹と枝などが次第に生じることで種子の外
皮を次第に破るように、そのように法界の勝義の真実を次第に見ることにより見所断の煩悩が
次第に退けられるであろう」と言うことにより見所断が実の外皮の如くであり、 「聖者の道で
ある四諦の法性を明らかに見ることと結びついてから五種を我と我所への執着である有身見な
どの所断の核心や最高を見て捨てた者は所断である阿羅漢の相続にある法性を直接知覚により
見た修道の智所断は粗大な汚れが残り有垢の汚れた衣と同じと説かれている」と言うことによ
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り修所断が汚れた衣の如くであり、 「不浄の七地に依る垢は見られるものを妨げ、精進をとも
なうことにより子宮の中の垢と同じであり、子宮の中を離れることに似てそれらの垢から解脱
してから第八などに精進なしに自然に成立して無分別智を成立させることが転輪王を成熟させ
て産むようなものである」と言うことにより七地に依る垢が子宮の中の如くであり、 「清浄な
三地と結合する微細な垢は精進なしに捨てることができるので金の像に僅かな泥土が着いてい
るように知るべきで、それも対治である大我の金剛のような三昧により破壊されるものであ
る」と言うことにより三地と結合する垢が泥土のように説かれている。 [1.134-142]
3.2.2.2.1.5 2.1 4再びそれらの一般的意味をまとめたものは、「上における法に従うものを
詳しく合わせる在り方がその如くならば、貧と旗などの法界を妨げる客塵の九種の垢は順序通
りに蓮華と蜂などの九種の喰例の何れかと性質が同じものである」と言う意味である。
[1.143ab]
3.2.2.2.1.5.2.2自性である法界を特に説明する在り方に三つ。三法を九職により説明する在
り方をまとめて説いたものと、その意味をそれぞれ区別したものと、区別された性質を詳しく
解説したものとである。
3.2.2.2.1.5.2.2.lそのうちまとめて説いたものは、 「解説される自性の三種にまとめられる
界の如来蔵は仏身と蜂蜜などの心髄を示す九種の職例と同種である」と言われる。 [1.143cd]
3.2.2.2.1.5.2.2.2区別は、「三自性は何かと言えば、法界・如来蔵のこの自性は自成智の法
身と他に変化しない真如と悟りを成立させる種姓とで三種である。それらが九種の嶮例により
どのように示されるのかと言えば、その三種の自性は順序通りに仏身と蜂蜜と穀物の実の三種
によりその界である法身の自性をもつものと知られるべきであり、金の嶮例の一つにより真如
の自性をもつものと知られるべきであり、そのように蔵と木と宝の身と転輪王と金の像の五つ
の嚥例により三身を成立させる種姓の自性と知るべきである」と言われる。 [1.144]
3.2.2.2.1.5.2.2.3詳しく解説したものに三つ。法身の嶮例の意味の詳しい解説と、真如の嚥
例の意味の詳しい解説と、種姓の喰例の意味の詳しい解説とである。
3.2.2.2.1.5.2.2.3.1法身の嚥例の意味に二つ。法身の意味の区別を説いたものと、それらを
嶮例と合わせたものとである。
3.2.2.2.1.5.2.2.3.1.lそのうち区別は、 「自性であるその法身も自体と命名されたものとの
区別により二種と知るべきで、法界・如来蔵はとても無垢で自性により光り輝く諸仏のそれぞ
れの自証智の行境となる相と考察される法身と、それを考察し獲得する等流の所化の福分のま
まに認識が生じる聖教の諸法が命名を説かれた法身である。それらは述べられるものと述べる
ものや、結果と原因の区別により区別されて見られる。説かれた法身も二種であり、真実の勝
義諦に関連してから、菩薩蔵から始めて甚深なる法の在り方を示すものと、種々なる衆生の想
に従って世俗諦に関連してから経典などの十二分から始めて広大な種々なる在り方を示すもの
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とである」と言われる。 [1.145]
3.2.2.2.1.5.2.2.3.1.2嶮例と合わせたものは、「考察される自性清浄なるその法身は、世間
の一切法を超えているので世間におけるこの法身を表すことができる職例は何も把握されない
ので、蓮華の中にある如来の自ら生じる身自身と自性清浄なる界の二つは一つの方向のみが似
たものとして説かれたものであり、それを考察した等流は底が量り難く、利益をもつので微細
で甚深である。勝義の在り方を説いたのが、一切法は真如において一味と示すために蜂蜜が甘
くて美味しいものとして一味である如くであり、広大な十二分教などの方便の種々相の在り方
を示すのは心髄の意味を考察するために次第に種々なる未了義と結びつくので、種々なる外皮
の中に適する実の心髄があるように知るべきである」と言われる。 [1.146-147]
3.2.2.2.1.5.2.2.3.2真如の職例の意味を説いたものは、「如来が来ていたとしても、来てい
なかったとしても、諸法のこの法性は存在すると説かれているように、衆生の自性であるもの
は煩悩の究極の苦と結びついていても清浄で光明が変化することがないので真如と言われ、そ
れ自身が不変の善妙な金に似てあらゆる位において自性が変わることがなく、美しい金に似て
自性により善で最高なものとなり、無垢なる金に似て始めから煩悩がなく、清浄なので法界の
この真如はこの善妙なる金と形と性質が同じであると述べられている」と言われる。 [1.148]
3.2.2.2.1.5.2.2.3.3種姓の喰例の意味の詳しい解説に三つ。二つの種姓を嶮例により説いた
ものと、それから三身を得る在り方と、それらを喰例と合わせたものとである。
3.2.2.2.1.5.2.2.3.3.lそのうち二つの種姓を嚥例により説いたものは、 「例えば精進により
新たに成立せず、尽きることが知られない資産がある大蔵が土の下に自性により存在し、精進
により成立したことで実をもつ木が庭園に次第に生じるように、三身が生じるのに適するその
仏の種姓も二種と知るべきである。無始の時より心の自性にある法界の清浄なる自性の種姓
と、それを把握して聞などをなすことによる努力により新たに正しく領受してから生じる善な
る順解脱分により最高なものに広がる種姓である」と言われる。 [1.149]
3.2.2.2.1.5.2.2.3.3.2三身を得る在り方は、「原因である自性と広がる種姓のこの二つから
結果を完成する仏の三身が得られると認められ、それも最初に自性として存在するその種姓自
身が多くの知恵の集まりにより彼岸に至ってから客塵の究極の垢を離れた後の身が最初の二つ
の浄化をもつ法性の自性身を得ることである。二番目の広がる種姓を広げてから究極の福徳の
集まりにより後の身である近くや遠くの所化に現れる受用身と変化身の二つが得られる」と言
われる。 [1.150]
3.2.2.2.1.5.2.2.3.3喰例と合わせたものは、「勝義の自性身の自性により光輝き功徳の吉祥
により最も美しいものが宝から成立した仏身と似ていると知るべきである。始めより自性によ
り成立するもので、努力により新たに作られるものではないからであり、力などの尽きること
が知られない功徳の宝の蔵の如くであるから。甚深で広大な大乗の法の王子の吉祥なる大きな
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財産をもっているので、清浄なものに顕現する受用身は転輪王の七種の宝と四洲などの財産を
受用する如くである。勝義の身を起こす力に依ってから所化の認識する何れかのものに調伏す
る影像の相だけが生じる自性なので、共通に顕現する変化身は金の像の如くである」と言われ
る。 [l.152]
3.2.2.2.l.6説かれた意味を信により考察する在り方は、「最初から自然に成立し他の諸縁か
ら新たに起ることのない自ら生じる完全な仏の法性たる勝義諦のその如来蔵は、凡夫と声聞と
独覚と乗に新たに入る菩薩たちにより了義の教えとそれらに導くこのような注釈書に依ってか
ら、信と信解に対する信頼による一般的な在り方で考察されるべきであるが、甚深なる真実を
見ても眼がないので、ありのままに明らかに考察することはない。例えば日輪が清浄で輝いて
光が燃えているようにその眼がない人が明らかに見ることがないように」と言われる。
[l.153]
3.2.2.2.l.7考察されるべき意味の空性を把握することは、「二辺を離れる空性の在り方は何
かと言えば、 自性により完成した如来の界である勝義諦のこの真如には前に存在する取除かれ
るべき煩悩の過失は何もない。始めから客塵の究極の垢を離れていることがこの自性であるか
ら。そのように先に存在せず増すべき清浄なる功徳も僅かたりとも存在しない。力などの勝義
の功徳は始めから成立しており、無差別の法性がこの自性であるから。そのようならば、二辺
の境を離れた真実義の法界・真如において境をもつ勝義の知恵の真実なる智慧により明らかに
見られ、三昧から修習によく転じ、真実の法性の如実の意味を明らかに見る知恵が次第に生じ
てから捨てられるべき客塵の垢からの解脱を得る。それも見道において見所断の垢から解放さ
れており、修道において修所断の垢から解放されており、究寛道において二陣の習気をともな
う辺から解放されるであろう。それ故に法性とは別に区別することをともなってそれぞれ離れ
ることを知る特徴をもち捨てられてよい客塵の垢の有為なる世俗の諸法により界たる如来蔵は
空なので有の辺を離れて見られるが、法性とは別に区別することはなくそれぞれに離れること
は知られない特徴をもち捨てることに適さない自性の勝義の無上なる仏法の力などの究極の功
徳により法界は空ではないので無の辺も離れており、お互いに矛盾するので有と無の二である
辺からも解放されており、それ自身の故にそれが滅する不二の辺からも解放されているので、
二辺や四極から解放されている空性の不退顛な在り方はこれだけである」と言われる。
[l.154-155]
3.2.2.2.1.8それらにより解説する目的を説いたものに二つ。問答の目的をまとめて説いたも
のと、その意味を詳しく解説したものとである。
3.2.2.2.l.8lまとめて説いた問いは、 「例えば不確定で無自性な雲の特徴はその通りであ
り、受用され領受されても無自性なる夢の顕現はその通りであり、種々に顕現しても無自性な
る幻の影像はその通りであり、お言葉の中に特徴がないことを説く経典である『般若経2'』の
’
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詳細なものと中程のものなどのそれぞれに「知られるべきものの色から智までの一切法は顕現
してもすべての相が普く空で無自性である」と広大に説いてからさらにまた最後のお言葉であ
る勝義の確定した教説である『如来蔵経』などのとても多くのものがここで勝者の完全なる悟
りの真実のお言葉で「一切衆生に仏の心髄である自性清浄で光り輝く法界は始めから自然に成
立して存在する」と何で説かれるのか。前に存在しないと説いたものとここに存在しないと説
いたものは矛盾ではないのかと言うのならば、答えは、 「矛盾する過失は存在するものではな
い。前に存在しないと説かれたものは真実の事物と把握することを排除するために客塵の垢は
存在しないと説いたものであり、 ここに存在すると説かれたものは特別な五つの目的のために
法界が存在すると説かれたのである」と解説されている。それも「如来蔵は存在すると説かれ
ないならば、衆生たちの勝義のその仏自身が自分に存在することを知らないで我見により菩提
を成立することができないと思う気弱な心で道に入ることを広げない罪過と、他に存在するこ
とを知らないでこれらの衆生は劣っていると思って軽蔑して尊敬しない罪過と、 自他のすべて
に存在することを知らないので真実ではない虚妄の客塵の垢の自性において真実ではないもの
を存在すると思って執着する増益の罪過と、真実の功徳と無差別の法界の始めから一切に遍満
して存在するものを存在しないと思って執着して損減する罪過と、 自他の自性である法界を等
しく知らないので我執をさらに広げる罪過で、 これらの五つの過失や罪悪が人の何れかの種姓
に大分存在している彼らがそれらを捨ててから菩提を得ようとすることを広げることと、一切
衆生に対する尊敬と、客塵なものが存在しないと考察する智慧と、 自他を等しく知る大きな慈
愛を起こすために如来蔵・法性・真如がすべてに遍満して存在すると説かれている」と言われ
る。 [l.156-157]
3.2.2.2.1.8.2詳細な解説に二つ。他における空性が説かれた意図を解説したものと、この相
続における法界が説かれた利益を説いたものとである。
3.2.2.2.1.8 2.lそのうち意図を解説したものは、 「そのように如来蔵は存在するものである
ことが了義であるならば、 『般若経』などに「一切法は空である。雲と夢と幻のように顕現し
ても無自性である」と説かれている意図は何なのかと言えば、不顛倒と把握される真実の究極
である勝義の法界の無為は、世俗の有為の客塵の垢が生と滅と住の相としての一切の顕現を遠
離し空であることを意図してから無自性と説かれている。何らかによる空の客塵の有為の垢も
何かと考えるならば、食欲などの煩悩の雑染と、不善などの業の雑染と、それらの異熟である
漣などの意味は生じる雑染であり、それらも順序通りに雲などの三つの喰例の通りに等しく述
べられている。そして煩悩は衆生の自性が虚空のように遍満する客塵の障害なので雲に似て、
それにより普く領受される所作の有垢の業は顛倒の知恵により生起した迷乱の境であるので夢
の受用の通りであり、煩悩と業と有漏の結果の異熟である種などの意味は縁に依ってから種々
に顕現しても考察すれば、 自性は真実ではないので幻と変化のようなものである」と言われ
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る。 [1.158-159]
3.2.2.1 8.2.2利益を説いたものに三つ。過失を捨てるために法界を説いた在り方と、捨てら
れるべき五つの過失がどのように生じるのかという在り方と、過失を捨てることにより利益を
速やかに得る在り方とである。
3.2.2.2.1.8.2.2.lそのうち法界がある在り方は、 「所化たちを次第に導くために、最初のお
言葉の四諦の法輪に対してある者が「色などは真実として存在する」と言う考えに執着するの
で、それを捨てるために前に真中のお言葉で無相の法輪を廻す際に「一切法の空性と顕現も無
自性の雲と夢と幻の如し」と言うそのように、性質自身が存在しないことを主に説く設定をな
してから、それだけではまとまらずにさらにまた最も甚深であることを示すので上であり、三
輪から最後の勝義を確定する法輪を示すので後であり、法界の流れが断じられないことを示す
のでタントラに似て究極の意味を解説するこの場所では、 自分の気弱な心の想と、他者を軽蔑
することと、垢が存在するという執着と、法界は存在しないという執着と、 さらなる我執と
で、 これらの五つの過失や罪過を捨ててから広げるなどの功徳を得るために、界の自性清浄な
る如来蔵が一切に遍満して存在するものであると言う喰例と理由などが多くの相によりとても
明らかに説かれている」と言われている。 [1.160]
3.2.2.2.1.8.2.2.2過失がどのように生じるのかという在り方は、「このように『その仏の心
髄は一切衆生に遍満して存在する』と言う真中に説いたものを聞いても成立せず、そのように
聞かなくても『自分に似た者が無上の菩提を何かから得る』と想って自分を軽蔑し怠惰の罪過
により心が気弱で失望する者には『自分の自性である勝義の悟りが明らかに生起する』と想う
特別な菩提心は生じない罪過が生じ、またある者に『他者の為に悟りを完成させよう』という
菩提心が僅かだけでも生じても『自分は大乗に住するので最高で勝れている』と自負して心を
高めるならば、他の菩提に心を起こさない者たちに対して『真如が存在することを知らないの
でこれらは劣っている』と想いを生じる罪過が生じ、そのように仏の心髄は存在しないと考え
るその人には増益と損減を離れた真実の知恵は生じないので、それ故に真実ではない世俗の客
塵の垢を真実として存在すると把握して増益する罪過と、真実の意味である法界の勝義の功徳
をもつ自然に成立し存在するものを知ることはなく損減する罪過も生じる。よく修行すれば原
因と縁の虚妄で捨てられるべき客塵のものなので衆生の過失であるその客塵の垢は真実として
存在するものではなく、真実ならばその客塵の罪過は人と法の二種の我として存在しないので
力などの勝義の功徳は自性清浄なものとして存在するものである。そのように真実ではない客
塵の罪過が自性において存在すると把握して増益し、真実の功徳をもつ法界は始めから自然に
成立して存在するものを『存在しない』と損減しているので知恵をもつ諸菩薩は自分自身と衆
生の自性を勝義の仏において等しく見る大慈愛を得ず、 さらなる我執の罪過が生じていると言
われる。それ故にそれらの罪過を捨てるために法界が明らかに説かれている」と言われる。
’
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[l.161-165]
3.2.2.2.l.8.2.2.3捨てることにより利益を得る在り方は、「このようにその如来の法界は一
切衆生に遍満して存在すると言うことを了義の聖典に説かれており、所化となった者たちがよ
く聞いてから、 自分の自性を生起させることが大菩提の思いにより道の難行における勇猛と、
他の自性も仏として知るので師のような尊敬と、世俗の客塵の垢が二種の我として存在しない
ことを無と知る智慧と、勝義の法界が自性において存在することを有と知る知恵と、 自他の自
性を仏において等しく見てから他者に対する利益を望む大慈愛を起こし、そのように功徳の五
法が生じるのでそれらの利益から気弱な心などの罪過がなく、一切の仏の心髄をもつものを等
しく見て、客塵の垢の過失は存在せず、 自性清浄なる功徳をもつものは存在するという考察
と、 自分自身と衆生を如来蔵がある者として等しく見るその大慈愛から道の次第により成立す
るので、結果の二義である彼岸に至る無上の悟りたるものを疑いなく速やかに得るであろう」
と言われる。 [1.166-167]
『大乗最上秘乗論』の「最高の宝の種姓を区別した後の如来蔵の位」の第1章の解説をし
た。
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